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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注１）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
（注２）「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であ
るかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。なお、平成25年3月期は速報値であります。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 29,636 1.1 3,518 △21.0 2,430 48.5
24年3月期 29,304 △4.8 4,453 25.6 1,636 △46.1

（注）包括利益 25年3月期 5,868百万円 （56.3％） 24年3月期 3,755百万円 （345.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 254.72 226.98 3.5 0.2 11.9
24年3月期 171.53 153.01 2.5 0.3 15.2

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  ―百万円 24年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
連結自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

25年3月期 1,488,023 74,432 4.9 7,571.05 10.51
24年3月期 1,408,745 69,879 4.8 7,026.55 11.07

（参考） 自己資本   25年3月期  72,231百万円 24年3月期  67,041百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 △35,688 64,559 △749 86,319
24年3月期 △7,595 △38,640 △748 58,207

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00 572 35.0 0.9
25年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00 572 23.6 0.8
26年3月期(予想) ― 30.00 ― 30.00 60.00 30.1

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,200 △4.1 1,800 3.2 1,000 11.0 104.82
通期 28,100 △5.2 3,600 2.3 1,900 △21.8 199.15



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付書類11ページ「３．連結財務諸表（６）追加情報」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、15ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 9,600,218 株 24年3月期 9,600,218 株
② 期末自己株式数 25年3月期 59,746 株 24年3月期 59,077 株
③ 期中平均株式数 25年3月期 9,540,811 株 24年3月期 9,541,715 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注１）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 
（注２）「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であ
るかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。なお、平成25年3月期は速報値であります。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 24,905 1.6 3,238 △22.7 1,824 10.9
24年3月期 24,506 △3.3 4,191 28.4 1,644 △46.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 191.24 170.55
24年3月期 172.37 153.76

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
単体自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

25年3月期 1,482,692 71,060 4.8 7,448.37 10.10
24年3月期 1,402,363 66,478 4.7 6,967.52 10.66

（参考） 自己資本 25年3月期  71,060百万円 24年3月期  66,478百万円

2. 平成26年 3月期の個別業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手
続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,000 △3.7 1,700 5.5 1,000 12.6 104.82
通期 23,600 △5.2 3,300 1.9 1,900 4.1 199.15
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   ※平成25年3月期（平成24年度）決算説明資料 

 

㈱清水銀行　（8364）　平成25年3月期　決算短信

－1－



１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

当期中におけるわが国経済は、期中前半は海外経済の低迷や円相場の高値膠着により海外需要が減退し、

輸出関連企業を中心に生産活動の停滞が続きました。期中後半には新政権の経済政策に対する期待感から円

高局面の修正と米国の景気回復やインドネシア・タイ・台湾など、アジアの需要増があり、大企業を中心に

業況は回復を示しました。また、株高による景況感の改善や一部企業の賃金引き上げへの動きなど、所得環

境に明るさが出てきたこともあり、個人消費は改善しつつあります。 

当行の主要基盤である静岡県経済につきましては、生産活動は海外需要の減退やエコカー補助金などの政策

効果の一巡により停滞したものの、期中後半にかけて円高局面の修正による輸出増加により、自動車・同部品

や電気機械などの業種において業況は回復してきました。設備投資は製造業の生産能力増強・維持更新や事業

継続計画に係る投資、市街地再開発等に係る投資により持ち直してきました。また、平成 25年２月に、「内陸

フロンティア構想」が総合特区に指定されたことにより、新東名高速道路周辺の内陸部において、物流及び食

品関連産業の集積や農業振興が進展する見通しがあり、景気回復に向けた明るい材料が出てきました。個人消

費につきましては、消費税増税を意識した住宅着工件数の増加や株高の資産効果による高額品の販売回復等、

一部に改善を示す動きが出てきております。 

金融環境につきましては、日経平均株価は年度前半に８千円台まで下落しましたが、日本銀行のデフレ脱

却に向けた追加金融緩和策や政府の財政政策など、景気対策への期待もあり、期末には１万２千円台まで回

復し、リーマン・ショック前の水準に到達しました。また、長期金利につきましては、期末にかけて、更に

水準を切り下げ、歴史的な低水準となっております。 

 

当行グループの経常収益は、役務取引等収益の増加等により、前期比３億31百万円増加の296億36百万円とな

りました。経常費用は、貸倒引当金繰入額の増加等により、前期比12億67百万円増加の261億18百万円となりま

した。この結果、経常利益は前期比９億35百万円減少の35億18百万円となりました。 

事業の種類別のセグメントについては、次のとおりであります。 

 

＜銀行業＞ 

経常収益は、役務取引等収益の増加等により、前期比３億98百万円増加の249億５百万円となりました。経常

費用は、貸倒引当金繰入額の増加等により、前期比13億50百万円増加の216億66百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前期比９億52百万円減少の32億38百万円となりました。 

 

＜リース業＞ 

経常収益は、リース料収入の減少により、前期比１億 84 百万円減少の 46億 33百万円となりました。経常利

益は、経常費用は減少しましたが、前期比 67 百万円減少の２億 18百万円となりました。 

 

＜その他の事業＞ 

その他の事業は、信用保証業務及びクレジットカード業務等であります。経常収益は、前期比 54 百万円減少

の 21 億 50百万円、経常利益は、前期比 74百万円増加の 67百万円となりました。 

 

＜平成 26年３月期の業績見通し＞ 

平成 26 年３月期の業績見通しは、連結ベースでは、経常収益 281 億円、経常利益 36 億円、当期純利益 19

億円を予想しております。単体ベースでは、経常収益 236億円、経常利益 33 億円、当期純利益 19 億円を予想

しております。 
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（２）財政状態に関する分析 

＜資産・負債の状況＞ 

預金につきましては、地域に密着した営業基盤の拡充に努めました結果、前期末比 408億円増加の１兆 3,460

億円、個人預かり資産につきましては、お客さまの多様化するニーズにお応えするなか、投資信託等の販売が

堅調な伸びを示した結果、前期末比 225億円増加の１兆 274億円となりました。 

貸出金につきましては、地域金融機関として地元のお客さまの資金需要に積極的にお応えしました結果、中

小企業等貸出が増加したことなどから、前期末比 365億円増加の１兆 113億円となりました。 

有価証券につきましては、市場動向を注視しつつ、機動的な運用を行った結果、前期末比 538億円減少の 2,848

億円となりました。 

 

＜連結キャッシュ・フローの状況＞ 

営業活動によるキャッシュ・フローは、コールローンの増加等により、前期比 280 億 93 百万円減少の△356

億 88 百万円となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却による収入の増加等により、前期比 1,032億円増加

の 645億 59 百万円となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期比１百万円減少の△７億49百万円となりました。これらの結果

「現金及び現金同等物」の当期末残高は、前期末比281億11百万円増加の863億19百万円となりました。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

利益配分につきましては、経営体質の強化と今後の経営環境変化への備えのため内部留保を確保するととも

に、株主の皆さまへ安定的な配当を継続することを基本としております。 

期末配当金につきましては、当初予想通りの１株当たり30円（年間60円）とさせていただく予定です。また、

次期の１株当たりの配当金につきましては、中間配当金30円、期末配当金30円（年間60円）を予定しておりま

す。 

 

２．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当行は、地域金融機関として地域経済活性化への貢献を第一義としており、「社会的公共性を重んじ健全経営

をすすめる」「お客様に親しまれ、喜ばれ役にたつ銀行をつくる」「人間関係を尊重し働きがいある職場をつく

る」という経営理念のもと、地域経済やお客さまとの深度あるリレーションを基にした、地域のお客さまの更

なる発展のための付加価値の高い金融サービスの提供を通して、安定的な収益の確保と強固な財務基盤を確立

し、企業価値の向上を図ります。 

また、株主の皆さまやお取引先の皆さまに対する適時適切な情報開示や企業説明会を通じて、当行の経営内

容に対する理解を深めていただくとともに、適切な経営管理のもと、法令等遵守、お客さま保護の徹底及びリ

スク管理態勢の強化を図り、自己責任原則に基づいた経営を行っております。 

 

（２）中長期的な経営戦略 

平成 24年 4月より第 24次中期経営計画「勇躍」をスタートしております。目指す姿を『存在意義の発揮』

として、お客さまにとって最適なソリューションを提案し、地域密着型金融を定着させることにより目指す姿

の具現化を図っております。地域社会や地域のお客さまにとって、「親しまれ、喜ばれ、役に立つ銀行」となる

よう、『存在意義の発揮』を実践していきます。 

基本方針である「営業力の強化」「人材育成の強化」「業務改革」「組織力の強化」に基づく各種施策の実行を

通して、多様化するお客さまのニーズに適格且つ迅速にお応えし、地域における強固な顧客基盤と財務基盤を

確立し、安定的な収益確保に努めてまいります。 

 

㈱清水銀行　（8364）　平成25年3月期　決算短信

－3－



（３）目標とする経営指標 

平成 24年度より２ヵ年の経営計画である第 24次中期経営計画「勇躍」を策定し、各種施策に取り組んでお

ります。本計画では、平成 26 年３月期に達成すべき指標を以下の通り定めております。 

【コア業務純益 35億円】 

地域金融機関としての役割を果たすためには収益力強化による強固な財務基盤の構築が必要です。本業にお

けるもうけを示すコア業務純益を確保し、当行の存在意義を発揮してまいります。 

【貸出金残高（平残） １兆円以上】 

資金供給者としての役割にとどまらず、地域の中小企業等に対する経営支援や地域経済の活性化に積極的に

貢献していく中で貸出金残高（平残）1 兆円を達成し、地域での存在感を示してまいります。 

【中小企業等融資先数 10,000先】 

地域密着型金融の定着を中長期的な視点に立って組織全体として継続的に推進することにより、顧客基盤の

拡大を図ってまいります。 

 

（４）会社の対処すべき課題 

当行は、地域のお客さまとの深度あるリレーションをもとに、行き届いた金融サービスの提供により、地域

における存在感を高めてまいりました。しかしながら、今後を展望いたしますと、人口減少や少子高齢化の進

行による社会構造の変化により、金融機関同士の競争が激化するなど、地域金融機関を取り巻く環境は、一段

と厳しさを増すことが懸念されます。 

このような認識のもと、当行では、現在取り組んでおります第24次中期経営計画『勇躍』において、「営業力

の強化」「人材育成の強化」「業務改革」「組織力の強化」を基本方針と定め、これに基づき各種施策を実施して

おります。徹底した業務改革によりお客さまとの面談時間を創出し、これまで培ってきた信頼関係を基盤とし

て、お客さまにとって最適なソリューションを見いだしていける人材を、数多く育成してまいります。お客さ

まと寄り添い、ともに悩み、考える営業を強力に展開し、役職員一人ひとりが存在意義を発揮するとともに、

質の高い金融サービスを安定的に提供できるよう、組織力を強化し、当行の存在意義の発揮に繋げて、地域密

着型金融の定着を図ってまいります。 

また、地域金融機関としての社会的責任を十分に認識し、コンプライアンスを通じて、お客さまの信頼感と

満足度の向上を図り、強固な経営基盤の確立に向けて、一層注力していく所存であります。 
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 59,457 87,631

コールローン － 70,000

商品有価証券 155 206

金銭の信託 1,800 1,800

有価証券 338,755 284,899

貸出金 974,814 1,011,388

外国為替 761 724

リース債権及びリース投資資産 8,585 9,194

その他資産 6,291 5,832

有形固定資産 20,930 20,472

建物 10,356 10,066

土地 9,033 9,081

リース資産 483 345

建設仮勘定 8 0

その他の有形固定資産 1,048 978

無形固定資産 1,063 954

ソフトウエア 673 686

リース資産 67 38

その他の無形固定資産 321 230

繰延税金資産 4,144 1,780

支払承諾見返 3,194 3,077

貸倒引当金 △11,208 △9,938

資産の部合計 1,408,745 1,488,023

負債の部   

預金 1,305,199 1,346,000

譲渡性預金 － 31,900

コールマネー 821 3,978

借用金 4,830 4,046

外国為替 32 10

社債 8,000 8,000

新株予約権付社債 5,999 5,999

その他負債 6,858 6,683

賞与引当金 566 559

退職給付引当金 3,235 3,190

役員退職慰労引当金 100 110

睡眠預金払戻損失引当金 27 35

支払承諾 3,194 3,077

負債の部合計 1,338,865 1,413,591

純資産の部   

資本金 8,670 8,670

資本剰余金 5,272 5,272

利益剰余金 51,766 53,624

自己株式 △285 △287

株主資本合計 65,423 67,279

その他有価証券評価差額金 1,617 4,951

繰延ヘッジ損益 △0 △0

その他の包括利益累計額合計 1,617 4,951

少数株主持分 2,838 2,201

純資産の部合計 69,879 74,432

負債及び純資産の部合計 1,408,745 1,488,023
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

経常収益 29,304 29,636

資金運用収益 19,022 18,519

貸出金利息 16,395 15,709

有価証券利息配当金 2,558 2,726

コールローン利息 55 64

預け金利息 5 2

その他の受入利息 7 16

役務取引等収益 7,933 7,961

その他業務収益 2,095 2,466

その他経常収益 252 689

償却債権取立益 1 4

その他の経常収益 250 684

経常費用 24,850 26,118

資金調達費用 1,397 1,197

預金利息 1,096 927

譲渡性預金利息 0 5

コールマネー利息 48 14

借用金利息 63 51

社債利息 169 169

新株予約権付社債利息 5 5

その他の支払利息 13 22

役務取引等費用 4,691 4,574

その他業務費用 36 296

営業経費 17,569 17,366

その他経常費用 1,156 2,683

貸倒引当金繰入額 416 1,654

その他の経常費用 739 1,029

経常利益 4,453 3,518

特別利益 197 518

固定資産処分益 197 －

負ののれん発生益 － 518

特別損失 159 107

固定資産処分損 53 2

減損損失 105 104

税金等調整前当期純利益 4,491 3,928

法人税、住民税及び事業税 324 663

法人税等調整額 2,430 713

法人税等合計 2,754 1,377

少数株主損益調整前当期純利益 1,737 2,551

少数株主利益 100 120

当期純利益 1,636 2,430
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 連結包括利益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,737 2,551

その他の包括利益 2,018 3,317

その他有価証券評価差額金 2,017 3,317

繰延ヘッジ損益 1 0

包括利益 3,755 5,868

親会社株主に係る包括利益 3,652 5,760

少数株主に係る包括利益 103 108
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 8,670 8,670

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 8,670 8,670

資本剰余金   

当期首残高 5,272 5,272

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,272 5,272

利益剰余金   

当期首残高 50,702 51,766

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

当期純利益 1,636 2,430

当期変動額合計 1,064 1,857

当期末残高 51,766 53,624

自己株式   

当期首残高 △282 △285

当期変動額   

自己株式の取得 △3 △1

当期変動額合計 △3 △1

当期末残高 △285 △287

株主資本合計   

当期首残高 64,363 65,423

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

当期純利益 1,636 2,430

自己株式の取得 △3 △1

当期変動額合計 1,060 1,856

当期末残高 65,423 67,279
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △396 1,617

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,014 3,333

当期変動額合計 2,014 3,333

当期末残高 1,617 4,951

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △1 △0

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1 0

当期変動額合計 1 0

当期末残高 △0 △0

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △398 1,617

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,015 3,334

当期変動額合計 2,015 3,334

当期末残高 1,617 4,951

少数株主持分   

当期首残高 2,737 2,838

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 101 △637

当期変動額合計 101 △637

当期末残高 2,838 2,201

純資産合計   

当期首残高 66,702 69,879

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

当期純利益 1,636 2,430

自己株式の取得 △3 △1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,116 2,696

当期変動額合計 3,177 4,553

当期末残高 69,879 74,432
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 4,491 3,928

減価償却費 1,454 1,413

減損損失 105 104

負ののれん発生益 － △518

貸倒引当金の増減（△） △1,639 △1,270

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △6

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24 △44

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13 9

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △1 8

資金運用収益 △19,022 △18,519

資金調達費用 1,397 1,197

有価証券関係損益（△） △1,689 △1,929

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △13 △14

固定資産処分損益（△は益） △143 2

商品有価証券の純増（△）減 △40 △50

貸出金の純増（△）減 △10,631 △36,573

預金の純増減（△） 16,900 40,801

譲渡性預金の純増減（△） △16,250 31,900

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△182 △784

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 813 △62

コールローン等の純増（△）減 10,000 △70,000

コールマネー等の純増減（△） △10,452 3,156

外国為替（資産）の純増（△）減 △371 36

外国為替（負債）の純増減（△） 24 △22

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △313 △485

資金運用による収入 18,683 18,194

資金調達による支出 △1,696 △1,437

その他 1,076 △4,271

小計 △7,511 △35,236

法人税等の支払額 △84 △452

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,595 △35,688

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △249,204 △232,793

有価証券の売却による収入 150,619 243,530

有価証券の償還による収入 60,459 54,810

金銭の信託の増加による支出 △300 －

金銭の信託の減少による収入 14 14

有形固定資産の取得による支出 △345 △670

無形固定資産の取得による支出 △285 △222

有形固定資産の売却による収入 402 111

子会社株式の取得による支出 － △221

投資活動によるキャッシュ・フロー △38,640 64,559

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △571 △571

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

自己株式の取得による支出 △3 △1

リース債務の返済による支出 △170 △174

財務活動によるキャッシュ・フロー △748 △749

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △46,980 28,111

現金及び現金同等物の期首残高 105,188 58,207

現金及び現金同等物の期末残高 58,207 86,319
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（５）継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

（６）追加情報 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当行及び国内の連結される子会社及び子法人等は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平

成 24 年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に

変更しております。 

これにより、当連結会計年度の経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

（企業結合等関係） 

  共通支配下の取引等 

  子法人等（株式会社清水地域経済研究センター、清水総合リース株式会社、清水カードサービス株式会

社）株式の追加取得 

1.取引の概要 

(1)結合当事企業の名称およびその事業の内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

株式会社清水地域経済研究センター 金融・経済の調査研究業務、研修運営業務 

清水総合リース株式会社 リース業務 

清水カードサービス株式会社 クレジットカード業務 

 

(2)企業結合日 

結合当事企業の名称 企業結合日 

株式会社清水地域経済研究センター 平成24年12月26日 

清水カードサービス株式会社 平成25年２月４日 

清水総合リース株式会社 平成25年２月５日 

 

(3)企業結合の法的形式 

少数株主からの株式買取 

 

(4)結合後企業の名称 

名称に変更はありません。 

 

(5)その他取引の概要に関する事項 

資本構成見直しによるガバナンスの強化を目的に、少数株主が保有する株式を買取したものであ

ります。 

 

2.実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号平成20年12月26日）に基づき、

少数株主との取引として処理しております。 
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3.子法人等株式の追加取得に関する事項 

(1)取得原価及びその内訳 

取得の対価 現金預け金 236百万円 

取 得 原 価  236百万円 

 

(2)発生した負ののれん発生益の金額及び発生原因 

① 発生した負ののれん発生益の金額 

518百万円 

 

② 発生原因 

少数株主から取得した子法人等株式の取得原価が少数株主持分の減少額を下回ったことによ

るものであります。 

 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

 当連結会計年度（自 平成 24 年４月１日  至 平成 25年３月 31日） 

1.報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当行グループは、当行、連結子会社８社で構成され、銀行業務を中心にリース業務など金融サービ

スに係る事業を行っております。事業セグメントのうち、セグメント情報の開示が必要な「銀行業」

及び「リース業」を報告セグメントとしております。「その他」の区分は報告セグメントに含まれてい

ない事業セグメントであり、信用保証業務、クレジットカード業務等であります。 

「銀行業」は、預金業務、貸出金業務、内国為替業務、外国為替業務、商品有価証券売買業務、有

価証券投資業務、投資信託販売業務、保険代理店業務等を行っております。 

「リース業」は、連結子会社の清水総合リース株式会社において、リース業務を行っております。 

なお、平成25年４月１日付で、清水カードサービス株式会社を存続会社とし、清水総合リース株式

会社を消滅会社とする吸収合併を行い、清水リース＆カード株式会社に商号を変更しております。 

 
2.報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

    報告されている事業セグメント間の取引における取引価格の決定方法等は、一般の取引先と同様で

あります。 
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3.報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

      (単位：百万円) 

 
報告セグメント 

その他 合計 
銀行業 リース業 計 

経常収益      

  外部顧客に対する経常収益 24,733 4,231 28,964 671 29,636 

セグメント間の内部経常収益 171 401 573 1,478 2,052 

計 24,905 4,633 29,538 2,150 31,688 

セグメント利益 3,238 218 3,457 67 3,525 

セグメント資産 1,482,692 12,777 1,495,469 5,004 1,500,474 

その他の項目      

  減価償却費 1,183 189 1,372 41 1,413 

  資金運用収益 18,554 2 18,556 102 18,658 

  資金調達費用 1,158 170 1,329 22 1,351 

  貸倒引当金繰入額 1,539 △47 1,491 161 1,653 

  減損損失 104 － 104 － 104 

  有形固定資産及び無形固定

資産投資額 
857 9 867 32 899 

(注)  1.一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

2．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務、

クレジットカード業務等であります。 
 

4.報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する

事項) 

(1) 報告セグメントの経常収益の合計額と連結損益計算書の経常収益計上額 

 (単位：百万円) 

経常収益 金額 

報告セグメント計 29,538 

「その他」の区分の経常収益 2,150 

セグメント間取引消去 △2,052 

連結損益計算書の経常収益 29,636 

（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

 

(2) 報告セグメントの経常利益の合計額と連結損益計算書の経常利益計上額 

 (単位：百万円) 

経常利益 金額 

報告セグメント計 3,457 

「その他」の区分の経常利益 67 

セグメント間取引消去 △7 

その他 － 

連結損益計算書の経常利益 3,518 

（注）一般企業の営業利益に代えて、経常利益を記載しております。 
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(3) 報告セグメントの資産の合計額と連結貸借対照表の資産計上額 

 (単位：百万円) 

資産 金額 

報告セグメント計 1,495,469 

「その他」の区分の資産 5,004 

セグメント間取引消去 △12,450 

連結貸借対照表の資産合計 1,488,023 

 

(4) 報告セグメントのその他の項目の合計額と当該項目に相当する科目の連結財務諸表計上額 

 (単位：百万円) 

その他の項目 報告セグメント計 その他 調整額 
連結財務諸表 

計上額 

減価償却費 1,372 41 － 1,413 

資金運用収益 18,556 102 △139 18,519 

資金調達費用 1,329 22 △154 1,197 

貸倒引当金繰入額 1,491 161 1 1,654 

減損損失 104 － － 104 

有形固定資産及び 

無形固定資産投資額 
867 32 － 899 
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（１株当たり情報） 

  
当連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

１株当たり純資産額 円 7,571.05 

１株当たり当期純利益金額 円 254.72 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円 226.98 

 

（注）1．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

純資産の部の合計額 百万円 74,432 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 2,201 

（うち少数株主持分）  2,201 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 72,231 

１株当たり純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式の数 
千株 9,540 

 

2．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次

のとおりであります。 

  
当連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益 百万円 2,430 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

普通株式に係る当期純利益 百万円 2,430 

普通株式の期中平均株式数 千株 9,540 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額 百万円 6 

うち支払利息（税額相当額控除後） 百万円 3 

うち事務手数料等 

（税額相当額控除後） 
百万円 2 

普通株式増加数 千株 1,193 

うち新株予約権付社債 千株 1,193 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整
後１株当たり当期純利益の算定に含めなか
った潜在株式の概要 

 － 

 

（重要な後発事象） 

該当ありません。 
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４．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 59,355 87,588

現金 13,907 17,986

預け金 45,448 69,602

コールローン － 70,000

商品有価証券 155 206

商品国債 69 71

商品地方債 85 135

金銭の信託 1,800 1,800

有価証券 338,770 285,174

国債 145,891 101,134

地方債 44,000 32,242

社債 74,468 55,002

株式 13,034 15,212

その他の証券 61,376 81,582

貸出金 979,731 1,017,400

割引手形 10,807 11,065

手形貸付 23,848 21,054

証書貸付 833,734 865,889

当座貸越 111,340 119,391

外国為替 761 724

外国他店預け 732 717

買入外国為替 20 0

取立外国為替 7 7

その他資産 4,046 3,705

前払費用 20 40

未収収益 1,139 1,074

金融派生商品 225 542

その他の資産 2,661 2,047

有形固定資産 19,665 19,295

建物 9,490 9,253

土地 9,033 9,082

リース資産 774 623

建設仮勘定 8 0

その他の有形固定資産 357 336

無形固定資産 945 879

ソフトウエア 664 676

リース資産 199 121

その他の無形固定資産 81 80

繰延税金資産 3,631 1,237

支払承諾見返 3,194 3,077

貸倒引当金 △9,695 △8,399

資産の部合計 1,402,363 1,482,692
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

預金 1,309,404 1,350,435

当座預金 53,502 56,892

普通預金 421,227 438,704

貯蓄預金 21,938 20,804

通知預金 2,616 2,860

定期預金 780,245 797,551

定期積金 21,856 18,465

その他の預金 8,017 15,155

譲渡性預金 － 31,900

コールマネー 821 3,978

借用金 680 496

借入金 680 496

外国為替 32 10

売渡外国為替 5 7

未払外国為替 27 2

社債 8,000 8,000

新株予約権付社債 5,999 5,999

その他負債 4,046 4,064

未払法人税等 188 503

未払費用 1,221 973

前受収益 355 334

給付補てん備金 43 25

金融派生商品 152 102

リース債務 998 769

資産除去債務 31 32

その他の負債 1,056 1,323

賞与引当金 522 526

退職給付引当金 3,155 3,108

睡眠預金払戻損失引当金 27 35

支払承諾 3,194 3,077

負債の部合計 1,335,885 1,411,631

純資産の部   

資本金 8,670 8,670

資本剰余金 5,267 5,267

資本準備金 5,267 5,267

利益剰余金 51,213 52,465

利益準備金 8,670 8,670

その他利益剰余金 42,543 43,795

別途積立金 40,632 41,632

繰越利益剰余金 1,911 2,163

自己株式 △285 △287

株主資本合計 64,865 66,116

その他有価証券評価差額金 1,612 4,944

繰延ヘッジ損益 △0 △0

評価・換算差額等合計 1,612 4,944

純資産の部合計 66,478 71,060

負債及び純資産の部合計 1,402,363 1,482,692
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

経常収益 24,506 24,905

資金運用収益 19,032 18,554

貸出金利息 16,406 15,744

有価証券利息配当金 2,557 2,725

コールローン利息 55 64

預け金利息 5 2

その他の受入利息 7 16

役務取引等収益 3,119 3,190

受入為替手数料 1,092 1,069

その他の役務収益 2,026 2,120

その他業務収益 2,090 2,466

商品有価証券売買益 1 0

国債等債券売却益 2,089 2,465

その他経常収益 264 694

償却債権取立益 0 0

株式等売却益 16 391

金銭の信託運用益 13 14

その他の経常収益 233 288

経常費用 20,315 21,666

資金調達費用 1,362 1,158

預金利息 1,097 928

譲渡性預金利息 0 5

コールマネー利息 48 14

借用金利息 0 0

社債利息 169 169

新株予約権付社債利息 5 5

金利スワップ支払利息 4 －

その他の支払利息 35 34

役務取引等費用 870 896

支払為替手数料 187 183

その他の役務費用 682 713

その他業務費用 32 295

外国為替売買損 32 113

国債等債券売却損 － 181

営業経費 17,113 16,761

その他経常費用 936 2,553

貸倒引当金繰入額 200 1,539

株式等売却損 347 745

株式等償却 69 －

その他の経常費用 318 269

経常利益 4,191 3,238

特別利益 197 －

固定資産処分益 197 －

特別損失 159 107

固定資産処分損 53 2

減損損失 105 104

税引前当期純利益 4,228 3,131

法人税、住民税及び事業税 172 571

法人税等調整額 2,411 735

法人税等合計 2,584 1,306

当期純利益 1,644 1,824
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 8,670 8,670

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 8,670 8,670

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 5,267 5,267

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,267 5,267

資本剰余金合計   

当期首残高 5,267 5,267

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,267 5,267

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 8,670 8,670

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 8,670 8,670

その他利益剰余金   

別途積立金   

当期首残高 38,132 40,632

当期変動額   

別途積立金の積立 2,500 1,000

当期変動額合計 2,500 1,000

当期末残高 40,632 41,632

繰越利益剰余金   

当期首残高 3,339 1,911

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

別途積立金の積立 △2,500 △1,000

当期純利益 1,644 1,824

当期変動額合計 △1,427 252

当期末残高 1,911 2,163

利益剰余金合計   

当期首残高 50,141 51,213

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

別途積立金の積立 － －

当期純利益 1,644 1,824

当期変動額合計 1,072 1,252

当期末残高 51,213 52,465
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

自己株式   

当期首残高 △282 △285

当期変動額   

自己株式の取得 △3 △1

当期変動額合計 △3 △1

当期末残高 △285 △287

株主資本合計   

当期首残高 63,797 64,865

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

当期純利益 1,644 1,824

自己株式の取得 △3 △1

当期変動額合計 1,068 1,250

当期末残高 64,865 66,116

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △401 1,612

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,014 3,332

当期変動額合計 2,014 3,332

当期末残高 1,612 4,944

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △1 △0

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1 0

当期変動額合計 1 0

当期末残高 △0 △0

評価・換算差額等合計   

当期首残高 △402 1,612

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,015 3,332

当期変動額合計 2,015 3,332

当期末残高 1,612 4,944

純資産合計   

当期首残高 63,394 66,478

当期変動額   

剰余金の配当 △572 △572

当期純利益 1,644 1,824

自己株式の取得 △3 △1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,015 3,332

当期変動額合計 3,083 4,582

当期末残高 66,478 71,060
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５．その他 

 （役員等の異動） 

  別途開示いたします。 
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